
学科等 学力検査以外の検査等 学科等 倍率のタイプ

鳳 普通科単位制 小論文 Ｂ01 (150)
商業科 小論文 Ａ02 (90)

工業に関する学科 実技検査 Ｃ01 (100)
マネジメント創造科 小論文 Ｂ01 (150)
工業に関する学科 小論文 Ｂ01 (150)
サイエンス創造科 小論文 Ｄ22 (230)

堺 工 科 工業に関する学科 小論文 Ｂ01 (150)
佐野工科 工業に関する学科 小論文 Ｂ01 (150)
堺　東 総合学科 小論文 Ｄ18 (330)
貝　塚 総合学科 小論文 Ｄ21 (250)

学科等
学力検査以外の

検査等
学科等

倍率の
タイプ

数学のタイプ 英語のタイプ

泉　陽 普通科 小論文 Ｂ01 (150) 普通科 Ⅰ Ｂ01 (350) Ｂ選択 Ｂ選択
三国丘 文理学科 小論文 ＊ Ｄ36 (620) 普通科 Ⅰ Ｂ01 (350) Ｂ選択 Ｂ選択
金　岡 普通科 小論文 ＊ Ｂ06 (250) 普通科 Ⅰ ＊ Ｄ03 (620) Ａ選択 Ａ選択
東百舌鳥 普通科 小論文 Ｄ08 (375) 普通科 Ⅱ Ｄ08 (875) Ａ選択 Ａ選択
堺　西 普通科 小論文 Ｄ07 (300) 普通科 Ⅰ Ｄ07 (700) Ａ選択 Ａ選択
福　泉 普通科 小論文 Ｄ02 (330) 普通科 Ⅲ Ｄ04 (710) Ａ選択 Ａ選択
堺　上 普通科 小論文 Ｅ14 (230) 普通科 Ⅱ Ｄ29 (240) Ａ選択 Ａ選択
成　美 普通科総合選択制 小論文 Ａ02 (90) 普通科総合選択制 Ⅱ Ａ02 (90) Ａ選択 Ａ選択
美　原 普通科 小論文 Ｄ09 (450) 普通科 Ⅱ Ｄ09 (1050) Ａ選択 Ａ選択
泉大津 普通科 小論文 Ｄ17 (270) 普通科 Ⅱ Ｄ04 (710) Ａ選択 Ａ選択
伯　太 普通科総合選択制 小論文 Ａ04 (40) 普通科総合選択制 Ⅲ Ａ04 (40) Ａ選択 Ａ選択
信　太 普通科 小論文 Ｄ05 (600) 普通科 Ⅲ Ｄ06 (1250) Ａ選択 Ａ選択
高　石 普通科 小論文 Ｅ08 (250) 普通科 Ⅰ Ｄ11 (490) Ａ選択 Ａ選択
和　泉 グローバル科 小論文 Ｂ02 (50) 普通科 Ⅰ Ｂ03 (210) Ｂ選択 Ｂ選択
岸和田 文理学科 小論文 Ｅ02 (330) 普通科 Ⅰ Ｂ01 (350) Ｂ選択 Ｂ選択
久米田 普通科 小論文 Ｂ01 (150) 普通科 Ⅰ Ｂ01 (350) Ｂ選択 Ｂ選択
佐　野 国際教養科 小論文 Ｂ01 (200) 普通科 Ⅰ Ｂ01 (350) Ｂ選択 Ｂ選択
日根野 普通科 小論文 Ｂ01 (150) 普通科 Ⅰ Ｂ01 (350) Ｂ選択 Ａ選択
貝塚南 普通科 小論文 Ｇ01 (―) 普通科 Ⅰ Ｇ01 (―) Ａ選択 Ａ選択

りんくう翔南 普通科総合選択制 小論文 Ａ01 (150) 普通科総合選択制 Ⅱ Ａ01 (350) Ａ選択 Ａ選択
泉鳥取 普通科 小論文 Ｄ19 (450) 普通科 Ⅲ Ｄ24 (630) Ａ選択 Ａ選択

岬 普通科 小論文 Ａ02 (90) 普通科 Ⅲ Ｄ07 (700) Ａ選択 Ａ選択

(ⅰ)
(ⅱ)

国、数、英 社、理

１倍 ２倍

３倍 ３倍

１倍 ２倍

２倍 ２倍

平成27年度大阪府公立高等学校入学者選抜における「ボーダーゾーン内の選抜基準」、
「学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率のタイプ」並びに「数学及び英語の学力検査問題のタイプ」について

平成27年度大阪府公立高等学校入学者選抜における「ボーダーゾーン内の選抜基準」、後期入学者選抜（全日制普通科（総合選択制を含
み、単位制高等学校を除く。）、全日制総合学科（クリエイティブスクール）及び多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部（クリエイティブスクール））に
おいて、各高等学校長が指定した「学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率のタイプ」並びに「数学及び英語の学力検査問題のタイ
プ」は、以下の表のとおりである。
ボーダーゾーン内については、本表で示す選抜基準により算定された得点又は評価の高い者を上位として合格者を決定する。
表中の＊は、平成26年度選抜から変更があることを示す。
表中の選抜基準欄の(　　)は、基準の満点を示しており、点数化できない場合は「―」で示している。

＜全日制の課程、多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部 ①＞

学 校 名
前期入学者選抜 後期入学者選抜

選抜基準 選抜基準

岸和田市立 産業

堺市立 　堺

学 校 名
前期入学者選抜 後期入学者選抜

選抜基準 選抜基準

　（注１）ボーダーゾーン内の選抜基準について
　教科名について、「国」は国語、「社」は社会、「数」は数学、「理」は理科、「音」は音楽、「美」は美
術、「保体」は保健体育、「技家」は技術・家庭、「英」は英語を表す。　調査書中の各教科の評定を用いるに当たっては、各教科の評定にかける倍率を、以下の表に示した倍率とし
た場合については倍率を省略し、「評定★」と表す。

入学者選抜の種類
調査書の評定にかける倍率

音、美、保体、技家

前期入学者選抜 ２倍

後期入学者選抜

全日制の課程（クリエイティブスクール
を含む。）
多部制単位制Ⅰ部、Ⅱ部（クリエイティ
ブスクール）

５倍

多部制単位制Ⅲ部（クリエイティブス
クール）
定時制の課程（クリエイティブスクール
を含み、大阪市立中央高等学校を除
く。）

２倍

大阪市立中央高等学校昼夜間単位制 ２倍

進路通信

　　　『全力投球』
～自分の夢・目標の実現のためいろんなことに積極的に一生懸命に取り組もう～

貝塚市立第四中学校
進路担当　鳥居　清一郎

平成２６年７月１５日（火）
第１０号

＊ ＊



　記号

Ａ01 ：調査書中の全教科の評定★の合計

Ａ02 ：調査書中の全教科の評定の合計（90点満点）

Ａ04 ：調査書中の「音、美、保体、技家」の評定の合計

Ｂ01 ：学力検査の全教科の成績の合計
Ｂ02 ：学力検査の「数」の成績
Ｂ03 ：学力検査の「国、数、英」の成績の合計
Ｂ06 ：学力検査の「国、英」の成績の２倍と学力検査の「数」の成績の合計
Ｃ01
Ｄ02 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の全教科の評定の合計の２倍

Ｄ03 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の全教科の評定の合計の３倍

Ｄ04 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の全教科の評定の合計の４倍

Ｄ05 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の全教科の評定の合計の５倍

Ｄ06 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の全教科の評定の合計の10倍

Ｄ07 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の全教科の評定★の合計

Ｄ08 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の全教科の評定★の合計の1.5倍

Ｄ09 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の全教科の評定★の合計の２倍

Ｄ11 ：学力検査の全教科の
成績の合計＋調査書中Ｄ17 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の「社、理、音、美、保体、技家」の評定★の合計

Ｄ18 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の「社、理、音、美、保体、技家」の評定の合計の３倍

Ｄ19 ：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の「社、理、音、美、保体、技家」の評定の合計の５倍

Ｄ21
Ｄ22
Ｄ24
Ｄ29
Ｄ36
Ｅ02
Ｅ08

Ｅ14
Ｇ01

学力検
査の満

点
調査書の満点 総合点

420点 280点

350点 350点

280点 420点

教　科 タイプ

Ａ選択

Ｂ選択

Ａ選択

Ｂ選択

：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の「社、理」の評定の合計の５倍

：実技検査の成績

：調査書及び学力検査の中で、特に優れたものがある者

：学力検査の「国」の成績＋小論文の成績＋調査書中の「国」の評定の５倍と調査書中の「保体」の評定の10倍の合計

：学力検査の全教科の成績の合計＋小論文の成績＋調査書中の「国、社、数、理、英」の評定と調査書中の「音、美、保体、
　技家」の評定の0.5倍の合計

：学力検査の全教科の成績の合計＋小論文の成績

：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の「理」の評定の３倍

　 （注２）「学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率のタイプ」
　後期入学者選抜（全日制の課程及び多部制単位制Ⅰ部・Ⅱ部）において、総合点を算出する場合の学力検査の成績及び調査書中の評定にかける倍率は、以下の
表のとおりである。

学力検査の成績及び調査書の
評定にかける倍率のタイプ

学力検査の成績に
かける倍率

調査書の評
定に

かける倍率

参考

Ⅰ 1.2倍 0.8倍

700点Ⅱ 1.0倍 1.0倍

Ⅲ 0.8倍 1.2倍

詳細については大阪府教育委員会HPを確認して下さい。　

http://www.pref.osaka.lg.jp/kotogakko/gakuji-g3/index.html

英　語
基礎的な英文を読み取る力や、文法や語彙についての理解をみる設問を中心に出題。

まとまった内容の英文について、話題や論理の流れに沿って読み取る力や、要旨を把握する力をみる設問を中心に出
題。

：学力検査の全教科の成績の合計の２倍＋調査書中の「社、理」の評定の合計

：学力検査の「国」の成績＋調査書中の「国」の評定の７倍と調査書中の「保体」の評定の10倍の合計

：学力検査の全教科の成績の合計＋調査書中の「音、美、保体、技家」の評定の合計の７倍

特　　　　　徴

  後期入学者選抜（全日制の課程及び多部制単位制Ⅰ部・Ⅱ部）の数学及び英語の学力検査問題のタイプについては、以下の表のとおりである。

数　学

「数と式」、「数量関係」、「図形の計量」等の基礎的な事項についての理解や、図形の性質を考察する力をみる設
問を中心に出題。

「数と式」、「数量関係」、「図形の計量」等の基礎的な事項についての理解に加え、数学的な見方や考え方を活用
する力や、図形を的確に把握し論理的に考えて表現する力をみる設問を中心に出題。


